
　5月8日（火）因原の濁川で、川本小学校５年生の総合的な学習の
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ながら、元気に育ってほしいと思った。」「鮎のことを知って、鮎のこ
とがもっと好きになった。」などの感想を聞くことができました。
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高
校
存
続
と
1
学
年
3
ク
ラ
ス

維
持
の
必
要
性

現
在
、
1
年
生
87
人
、
2
年
生
72
人
、
3
年
生

74
人
の
合
計
2
３
３
人
で
す
が
、
各
学
年
と
も
定

員
は
3
学
級
1
2
0
人
で
、
定
員
割
れ
が
続
い
て

い
ま
す
。
出
身
中
学
校
別
の
割
合
で
は
桜
江
中
学

校
を
含
め
た
旧
邑
智
郡
で
全
体
の
6
割
程
度
を
占

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
郡
内
の
中
学
校
の
生
徒
数

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
県
教
育
委
員
会
が
定
め
る

3
ク
ラ
ス
維
持
の
た
め
の
最
低
必
要
入
学
者
数
の

81
名
以
上
を
確
保
す
る
に
は
、県
内
は
も
と
よ
り
、

県
外
か
ら
の
生
徒
確
保
も
必
要
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は

87
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

島
根
中
央
高
校
は
、
平
成
19
年
4
月
川
本
高
校
と
邑
智
高
校

を
統
合
し
、
両
校
の
伝
統
を
引
継
ぎ
な
が
ら
で
き
た
新
し
い
学

校
で
す
。
普
通
科
で
あ
り
な
が
ら
、
2
年
生
か
ら
コ
ー
ス
を
選

択
で
き
る
「
総
合
選
択
制
」
と
い
う
県
内
唯
一
の
幅
広
い
可
能

性
に
対
応
し
た
高
校
で
す
。
ま
た
部
活
動
で
は
、
川
本
高
校
・

邑
智
高
校
か
ら
引
き
継
が
れ
た
吹
奏
楽
部
、
カ
ヌ
ー
部
を
は
じ

め
、
野
球
部
や
ワ
ー
プ
ロ
部
、
新
聞
部
な
ど
は
全
国
レ
ベ
ル
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

～
ま
ち
ぐ
る
み
の
魅
力
づ
く
り
～

こ
れ
ま
で
も
、川
本
町
で
は
高
校
存
続
に
向
け
、

様
々
な
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
少
子

高
齢
化
の
中
で
、
近
隣
の
矢
上
高
校
、
飯
南
高
校
、

石
見
智
翠
館
高
校
も
送
迎
バ
ス
の
運
行
や
公
営

塾
、
町
営
の
宿
舎
運
営
な
ど
の
支
援
策
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
本
町
も
今
ま
で
以
上
に
、
地
域
の
特

色
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
と
高
校
が
連
携
し
た

取
り
組
み
を
「
ま
ち
ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
す
す
め
、『
全
国
か
ら
生
徒
が
集

ま
る
魅
力
づ
く
り
』
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ク
ラ
ス
減
に
伴
う
デ
メ
リ
ッ
ト

◦�

教
職
員
が
減
り
、
理
数
系
文
系
を
区
別
し
た
学
習
体
制
が

組
め
な
い
な
ど
、
き
め
細
か
な
指
導
が
で
き
に
く
く
な
る
。

◦�

部
員
数
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
団
体
競
技
な
ど
の
部
活

動
が
存
続
で
き
な
く
な
る
。

◦
生
徒
間
の
競
争
や
交
流
が
少
く
な
る
。

◦
生
徒
・
教
職
員
の
減
少
は
地
域
経
済
へ
影
響
が
大
き
い
。

◦
ま
ち
の
活
力
低
下
に
つ
な
が
る
。

●過去３年の入学者数●

H24 H23 H22

87人 77人 80人
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～
１
学
年
３
ク
ラ
ス
維
持
へ
向
け
た
取
り
組
み
～

今
後
に
向
け
て
「
夢
の
あ
る
学
校
・
地
域
に
」

4
月
、
野
球
部
に
26
人
（
川
本
4
人
・
県
内
19
人
・
県
外
3

人
）
と
多
く
の
新
入
部
員
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
達
は
「
甲
子

園
」
と
い
う
大
き
な
夢
を
持
っ
て
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
全
国
に

は
4
0
9
0
校
、
県
内
で
も
38
校
が
甲
子
園
予
選
に
出
場
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
本
町
に
あ
る
島
根
中
央
高
校
を
選
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
他
に
も
吹
奏
楽
部
や
カ
ヌ
ー
部
と
い
っ
た
伝
統

と
実
績
が
あ
り
優
秀
な
指
導
者
も
配
置
さ
れ
て
い
る
部
活
動
も

あ
り
ま
す
。
ご
存
知
の
と
お
り
吹
奏
楽
部
は
か
つ
て
日
本
一
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
町
で
あ
っ
て
も
、
学
校
で
あ
っ
て

も
、
魅
力
や
特
色
が
あ
れ
ば
生
徒
は
集
ま
り
ま
す
。
県
内
の
多

く
の
学
校
で
定
員
割
れ
が
続
き
各
学
校
、
地
域
が
生
徒
確
保
対

策
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
引
き
続
き
、
学
校
と
の
連
携

を
強
化
し
、生
徒
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

生
徒
の
下
宿
先
を
探
し
て
い
ま
す
。

町
外
の
多
く
の
生
徒
は
、高
校
の
高
台
に
あ
る
学
生
寮（
定

員
：
男
子
52
人
・
女
子
28
人
）
で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
入
寮
者
数
は
男
子
49
人
・
女
子
17
人
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
、
町
外
か
ら
の
生
徒
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
と
、
現
在

の
寮
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

町
外
か
ら
来
た
生
徒
が
川
本
町
を
第
２
の
故
郷
と
し
て
楽
し

く
生
活
し
、
保
護
者
の
方
に
も
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
環
境

づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
下
宿
先
を
探
し
て
い
ま
す
。
生
徒
へ

の
対
応
や
下
宿
費
な
ど
も
、
一
緒
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
是
非
協
力
頂
け
る
方
や
関
心
の
あ
る
方
が
あ
り
ま

し
た
ら
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

（�

連
絡
先
：
川
本
町
教
育
委
員
会
内
島
根
中
央
高
校
高
校
後

援
会
事
務
局　
☎
（
５
）
72－

０
７
０
４
）

寮 費 助 成 学 力 向 上

情 報 発 信

通 学 助 成部活動強化

入寮者への助成（月額5,000円）

代々木ゼミナールサテライン講座の開設
難関大学オープンキャンパス参加
勉強合宿の開催…… …

三江線や町内スクールバス
の定期券や回数券の助成
江津・大田・美郷方面へ生
徒送迎バス運行

全国大会等出場者への激励金
と横断幕の掲示
強化試合・強化練習開催助成
外部専門講師の招聘
楽器や練習器具の購入補助

学校PR用の情報誌発行、DVD制作
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４
月
９
日
、
素
晴
ら
し
い
入
学
式
の

余
韻
の
中
、
家
庭
ク
ラ
ブ
の
生
徒
た
ち

が
ク
ッ
キ
ー
・
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
・
マ

フ
ィ
ン
を
手
作
り
し
、
販
売
し
ま
し
た
。

エ
ゴ
マ
を
加
え
、
抹
茶
・
コ
コ
ア
・
プ
レ
ー

ン
と
味
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
ク
ッ

キ
ー
は
30
分
で
完
売
し
、
町
内
の
方
々

に
大
好
評
で
し
た
。

　

４
月
24
日
（
火
）、
３
年
生
現
代
ビ
ジ

ネ
ス
・
地
域
創
造
コ
ー
ス
の
生
徒
は
石

見
銀
山
に
出
か
け
ま
し
た
。
普
段
は
入

れ
な
い
大
久
保
間
歩
や
釜
屋
間
歩
に

入
っ
て
サ
ザ
エ
（
灯
明
）
の
実
際
の
明

る
さ
を
体
験
し
た
り
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の

説
明
を
受
け
て
地
域
の
歴
史
を
学
び
ま

し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
認
定
後
初

め
て
の
校
外
活
動
で
、
学
校
に
帰
っ
て

資
料
を
ま
と
め
る
時
も
、
生
徒
た
ち
は

皆
真
剣
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　

４
月
25
日
（
水
）
は
全
学
年
一
斉
の

遠
足
で
し
た
。
１
年
生
は
安
佐
動
物
園
、

２
年
生
は
宮
島
、
３
年
生
は
広
島
平
和

記
念
公
園
や
原
爆
ド
ー
ム
な
ど
に
出
か

け
ま
し
た
。

島
根
中
央
高
校
だ
よ
りクッキー等を販売する生徒たち

原爆資料館で当時の様子
を聞く（３年生）

鹿が寄ってきて大変！
（２年生）

動物とのふれあい
（１年生）

釜
屋
間
歩
の
入
り
口
で
説
明
を

ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
受
け
る
生
徒
た
ち

今
年
も

さ
く
ら
祭
り
に
出
店

「
ふ
る
さ
と
」学
で
石
見
銀
山

に
出
か
け
ま
し
た

楽
し
い
遠
足

剣道部　　　
　第58回中国高等学校剣道選手権大会
　島根県予選
　女子個人　多々納さん（中国大会出場）

バスケットボール部
　中国高校選手権島根県予選
　男子　島根中央　28－81　松江高専
　女子　島根中央・邇摩・大田
… 　45－95　出雲

部活動の結果（部活動・大会名・結果）
バレーボール部
　中国高校選手権島根県予選
　ベスト８決定戦　島根中央　０－２　三刀屋

野球部
　島根県高校春季野球大会
　準　決　勝　島根中央　０－３　松江商業
　３位決定戦　島根中央　０－６　大社
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vol.4

◇�

友
達
は　

苦
し
い
時
も　

そ
ば
に
い
る�

伊
藤　

恵
太

◇�

作
ろ
う
よ　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

学
級
を�

北
山　

修
人

◇�

笑
顔
は
ね　

み
ん
な
も
笑
顔
に　

で
き
る
ん
だ�

�

河
田　

茉
晶

◇�

学
き
ゅ
う
は　

一
人
じ
ゃ
な
い
よ　

み
ん
な
が
い
る

�

山
口　

悠
斗

◇�

あ
い
さ
つ
は　

人
の
目
を
見
て　

し
て
み
よ
う

�

本
谷　

昇
治

�

平
成
23
年
度
の
応
募
作
品
で
す
。（
敬
称
略
）

川
本
町
で
は
、
平
成
23
年
に
「
川
本
町
男
女
共

同
参
画
推
進
計
画
」
を
改
訂
し
、
男
女
が
互
い
に

人
権
を
尊
重
し
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に

か
か
わ
り
な
く
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

主
体
的
に
社
会
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
い
き
い
き

と
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
３
月
に
策
定
し
た
「
川
本
町

人
権
教
育
・
啓
発
推
進
基
本
計
画
」
で
は
、
次
の

４
つ
を
重
点
施
策
と
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
考
え
方

に
つ
い
て
は
、「
そ
う
思
わ
な
い
」
は
29
・
１
％

と
県
平
均
よ
り
も
７
・
８
ポ
イ
ン
ト
低
い
割
合

で
す
。
一
方
で
「
そ
う
思
う
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
そ
う
思
う
」
は
31
・
9
％
と
県
と
同

様
に
や
や
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
女
性
が
差
別
や
人
権
侵
害
を
受
け
た
と

感
じ
た
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
」

の
回
答
に
、「
女
性
を
と
り
ま
く
様
々
な
偏
見

や
固
定
的
な
社
会
通
念
、
習
慣
、
し
き
た
り
」

「
家
庭
内
で
の
家
事
や
育
児
の
分
担
」「
職
場

で
の
昇
給
な
ど
の
給
与
格
差
や
役
職
な
ど
へ

の
昇
任
」「
町
内
会
な
ど
地
域
に
お
け
る
女

性
の
役
割
や
仕
事
の
分
担
」
な
ど
の
意
見
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

 
「
思
い
当
た
る
こ
と
、あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」「
男
は
仕
事
、女
は
家
庭
」

と
い
う
よ
う
に
、
男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
る

意
識
な
ど
か
ら
生
ず
る
男
女
差
別
は
、
家
庭
や
職
場
で

依
然
と
し
て
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

 

Ｄ
Ｖ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
し
い
関
係
に
あ
る
人
か
ら

受
け
る
暴
力
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
身
体
的
暴
力
・
精

神
的
暴
力
・
性
的
暴
力
、
経
済
的
暴
力
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
夫
婦
間
で
あ
っ
て
も
暴
力
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
D
V
は
犯
罪
を
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

�

〔
Ｄ
Ｖ
防
止
法
改
正　

平
成
20
年
施
行
〕

○ 

男
女
平
等
、
男
女
共
同
参
画
へ
の
意

識
づ
く
り

　

学
校
教
育
、
各
種
講
座
、
講
演
会
等
を
通

し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

○ 

女
性
の
人
権
の
尊
重
と
女
性
に
対
す

る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

　

人
権
尊
重
の
た
め
に
相
談
機
能
の
充
実
を

図
り
、
正
し
い
理
解
と
暴
力
を
根
絶
す
る
社

会
機
運
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

○
意
志
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大

　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
各
種
審
議
会
、
協
議
会
に
お
け
る
女
性

委
員
の
参
画
を
促
進
し
ま
す
。

○
と
も
に
支
え
あ
う
家
庭
と
地
域
づ
く
り

　

子
育
て
支
援
な
ど
の
福
祉
の
充
実
と
、
家

庭
や
職
場
生
活
に
必
要
な
知
識
や
技
能
の
習

得
を
目
的
と
し
た
学
習
機
会
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

女性が社会のあらゆる分野に参画できる社会へ

 

「
人
権
問
題
に
関
す
る
町
民
意
識
調
査
」
か
ら～
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権
標
語
の
紹
介
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来
月
の
テ
ー
マ

「
子
ど
も
」

６
月
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す

 ▼一人で悩まないで！
　女性相談の窓口は、次のとおりです。

相談機関� 相談専用ダイヤル
女性相談センター西部分室
（あすてらす女性相談室） 0854－84－5661

☆相談時間　月～金曜日（8時30分～17時）　
　　　　　　（土・日・祝日・年末年始を除く）
○休日電話相談
　0852－25－8071〔女性相談センター（松江）〕
　相談時間　…土・日曜日　8時30分～17時（祝日・

年末年始を除く）

（
平
成
23
年
川
本
町
）

あなたは「男は仕事、女は家庭」という男女の
役割分担についてどのようにお考えですか。Q

無回答
10.3%

そう思う
3.2%

どちらかといえば
そう思う
28.7%

どちらかといえば
そう思わない
28.7%

そう思わない
29.1%

川本町人権教育・啓発推進基本計画

女
性
の
人
権

vol.1
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　川本町の死因の１位は「がん」であり、３人に１人ががんで亡くなっておられる現状にあります。
がんは、早く見つかればそれだけ完治の可能性も高くなり、治療にかかるお金や時間の負担も軽
くなります。自分の健康状態を確認し、がんを早期に発見する意味でも、がん検診を定期的に受
けることが重要です。

　がん検診における受診促進を図るとともに、がんの早期発見と正しい健康意識の普及啓発を図
るため、一定年齢に達した方に対して、乳がん・子宮頸がんに関する検診手帳と検診費用が無料
になるクーポン券を送付します。

平成23年度の川本町の受診状況は…
☆胃がん検診　　20.6%（412人）　　☆大腸がん検診　35.4%（699人）
☆子宮がん検診　11.8%（163人）　　☆肺がん検診　　40.9%（817人）
☆乳がん検診　　18.6%（232人）

検診を受けることができる集団検診
の日程や医療機関については、全戸配
布しております『健康づくりカレン
ダー』をご覧下さい

・乳がん検診無料クーポンの配布対象者
　平成23年度に40・45・50・55・60歳に
　なられた女性

・子宮頸がん検診無料クーポンの配布対象者
　平成23年度に20・25・30・35・40歳に
　なられた女性

川本町のがん検診ってどれくらいの人が受診しているの？Q

～乳がん・子宮頸がんの無料クーポンを配布します～

　島根県での自死死亡率は全国平均より高く推移しており、大田圏域は県内でも自死死亡
率が高い現状となっています。特に働き盛りの男性と高齢者に多い傾向です。そこで、平
成20年8月、自死されたご遺族による自助グループ「しまね分かちあい会・虹」が発足し、
遺族の思いを、ともに寄り添い、自由に気持ちを語り合える場として「自死遺族わかちあい
の集い」を定期的に開催され、自死遺族だけで運営されています。

【日　　時】　６月２日（土）　14：00～ 16：30
【大田会場】　あすてらす　　　　
お問い合わせ先　しまね分かち合いの会・虹（桑原）
　　　　　　　　☎090-4692-5960

『自死遺族わかちあいの集い』を開催しています
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　平成17年から積極的な勧奨を控えていた日本脳炎の予防接種を、
平成22年から定期の予防接種勧奨として実施することになりました。
　今年度も３・４歳のお子さんと90月までの未接種のお子さん、ま
た、平成24年度の小学２年生（平成16年４月２日から平成17年４月１日生まれの者）及び小
学３年生（平成15年４月２日から平成16年４月１日生まれの者）小学４年生（平成14年４月
２日から平成15年４月１日生まれの者）の第１期の（初回接種及び追加接種）の未接種分につ
いて予診票を配布いたします。
　上記以外で、平成７年６月１日から平成14年４月１日生まれのお子さんで予防接種を希望
される方は、川本町役場健康福祉課までお問い合わせ下さい。

� ■お問い合わせ先■　川本町役場健康福祉課　☎（５）72－0633

　　　　 予防接種について
お 知 ら せ

日本脳炎

油揚げの袋煮

　カロテン・ビタミンＣが多く、緑黄色野菜に分類され、カリウム、ビタミンＢ
群やカルシウムなども含まれています。とくに、若いさやにはアスパラギン酸や
リジンが含まれているので、疲労回復や美肌作りの効果も期待できます。
　洋食の付け合わせに使われることが多いいんげんですが、栄養価が高いのでぜ
ひ主役として扱いたい野菜です。油と一緒に摂るとカロテンが体内で吸収されや
すくなるので、ごまやピーナッツ、クルミなどで和えると効果的です。ひじきや
納豆、あるいはヨーグルトと食べ合わせると、便秘の改善や予防になります。

①…油揚げは熱湯を通し、油抜きをして半分に切る。キッ
チンペーパー等にはさんですりこ木でコロコロ押さえ
て柔らかくし、袋に開く。
②卵は１個ずつ割る。
③…コーンは水気を切り、さやいんげんは軸側を切り落と
し、1cm幅に切る。人参は皮を剥き、さやいんげんの
長さに揃える。しいたけは石突きを落とし、軸と笠に
分け、さやいんげんの長さに揃える。青菜は水洗いし、
根元を切り落として、食べやすい長さに切る。
④…鍋に下味の材料・コーン・人参・さやいんげん・しい
たけを入れ中火にかけて煮立たせる。煮汁が半分位に
なれば火を止め、冷まし、ザルにあげる。
⑤袋に開いた油揚げに④と卵を入れ口を楊枝で留める。
⑥…鍋に合わせだしを入れ、強火にかける。煮立てば⑤を
入れ、再び煮立てば火を弱める。10分煮て青菜を加え、
４～５分煮る。

油揚げ………２枚

＜油揚げの具＞　
卵……………４個
コーン…大さじ４
さやいんげん…４本
人参……… 1/3本
しいたけ……１枚
青菜…………１束

＜下味＞
だし汁…… 100ml
酒………大さじ２
みりん…大さじ１
砂糖……大さじ１
しょうゆ…大さじ１

＜合わせだし＞
だし汁…… 300ml
酒………大さじ４
みりん…大さじ２
砂糖… 大さじ1.5
しょうゆ…大さじ３

材　料　4人分 作　　り　　方

野菜を食べよう！
１日１人350g
（小鉢５皿分）

さやいんげん

のはなし

一食で野菜が120ｇ摂れます。
1/3の量が摂れます!!



役場からのお知らせ役場からのお知らせ

役場からのお知らせ役場からのお知らせ役役
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   特設人権相談所の開設について
　毎年６月１日は「人権擁護委員の日」として定められています。それに伴い、法務大臣から委嘱
を受けた人権擁護委員の皆さんが次の通り特設人権相談所を開設されます。相談は無料で秘密は
固く守られますので、お困りの事がありましたらお気軽にご相談下さい。

　日　�時：６月１日（金）　午前10時から午後３時まで
　会　場：すこやかセンター
　平成24年度啓発重点目標：
　～考えよう　相手の気持ち　　育てよう　思いやりの心～
　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】�住民課　☎（５）72－0632

   佐和法律事務所の無料法律相談
　川本町出身の佐和弁護士による、無料の法律相談を開催します。相談を希望される方は、下記
事務所までお電話でご予約下さい。予約されずに当日お越しいただいても結構です。

　日　時：５月25日（金）・６月15日（金）　14時から（毎月第４金曜日開催予定。変更あり）
　会　場：すこやかセンター
　予　約：佐和法律事務所（浜田市）　☎0855－24－1366

　平成24年４月１日付で島根県教育委
員会から派遣社会教育主事として松原
聡（まつばら　さとし）さんが来られま
した。松原さんは、町教育委員会に席
を置き、学校と地域の人材の橋渡しや、
公民館の行事の企画・運営などに携わ
ります。
　学校・家庭・地域が一体となった地
域ぐるみの教育を目指し、取組を進め
ていきます。

　平成24年度４名の新入職員が採用されまし
た。一日でも早く、住民の皆様の期待に応えら
れるよう精進しますので、宜しくお願いします。

（写真左から順に）
吉本　悠真（産業振興課　一般職　町内田窪出身）
横田　将希（政策推進課　一般職　浜田市三隅町出身）
森本　純子（健康福祉課　保健師　兵庫県神戸市出身）
石橋　健一（地域整備課　技　師　邑南町矢上出身）

派遣社会教育主事の紹介 新入職員の紹介
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　川本町では、町北部において、本年３月よりデマンド型交通乗り合いタクシーの試験的
な運行を実施しています。10月の本格運行に向けて、より多くの方々から愛着を持ってご
利用いただきたいことから、次のとおり愛称の募集を行います。より多くの皆さんに利用
してもらい、長く親しみをもってもらえるような愛称をふるってご応募ください。

　平成24年度から、有線テレビ放送11チャンネル「まげなねっとかわもと」で有料広告を放送すること
ができるようになりました。
　商工業者の皆様、地域の皆様のPR活動にぜひご活用ください。

【放映時間】　毎時00分からの「まちの話題」の中で放送予定。（１日５～７回）
＊広告放送についてのご相談は　役場�政策推進課　☎（５）72－0634まで

※１放送画面　15秒以内
　例）　静止画３画面（連続）の場合
　　　…放送時間　15秒×3＝45秒
　　　…料金　　　3,500円×3＝10,500円
※放送期間　１ヶ月以内
※…放送画面の制作は致しません。完成品の提出をお願いします。

【料　　金】

　 町　内 町　外

静 止 画 3,500円 5,000円

動  　画 10,000円 15,000円

●募集内容　川本町デマンド型乗り合いタクシー愛称…
●応募資格　どなたでも応募できます
●募集期限　平成24年７月13日（金）午後５時必着
●応募方法　…応募用紙、もしくは任意の様式に、愛称・愛称の説明・氏名・住所・年齢・電

話番号を記載のうえ、総務課、教育委員会、各公民館まで持参されるか、郵送、
FAX送信で応募してください。

●選定と発表　…厳正な審査のうえ、1点を選定し、結果は広報紙やホームページなどで発表しま
す。なお、複数の人が同じ愛称を応募した場合は抽選を行い、お一人を名付け
親として発表します。

［問い合わせ・応募先］　川本町役場　総務課　〒696-8501　島根県邑智郡川本町川本545-1
　　　　　　　　　　　☎�（５）72－0631　fax�0855－72－0635

愛称を募集します
川本町デマンド型乗り合いタクシー

乗り合いタクシーは10人乗りのワゴン車です
採用された愛称は、車両装飾や広報などで使用します

有料広告放送をはじめます「まげなねっとかわもと」
からのお知らせ

平成24年度　口座振替予定日　納付には便利な口座振替をご利用下さい

■有線テレビ放送共聴料　※月額500円（集合住宅は300円）

■光通信サービス料　※月額300円×月数

　　5月25日（金）　6月25日（月）　7月25日（水）　8月27日（月）　9月25日（火）　10月25日（木）
　 11月26日（月）…12月25日（火）　1月25日（金）　2月25日（月）…　3月25日（月）

　　上半期（4月～9月分）　…9月25日（火）　　　　下半期（10月～ 3月分…）…3月25日（月）



かわもと図書館　Tel.0855-72-0025  Fax.0855-72-1061 E-mail : kawamoto-l ibrary@kawamoto-town.jp

《一般書》 	～雨の日の楽しい時間～
《児童書》～水のあしおと～
	 ～歯を大切に～

６月の展示

《一般向き》

破戒者たち　�高杉　良/著　　講談社
　「日本の中小企業を救う」という大
義名分を掲げた新日産興銀行はなぜ、
開業からわずか６年で破綻に至ったの
でしょうか。金融界の改革者と謳われ
た経営トップによる銀行の私物化。許
されざる者たちの罪業が、鋭い筆致で
描かれています。

食といのち
� 辰巳　芳子/著　　文藝春秋
　料理研究家・辰巳芳子と４人の識者、
福岡伸一、川嶋みどり、細谷亮太、竹
内修一が日本の「食」に緊急提言しま
す。まさに、「食といのち」について
考えさせられる一冊です。
　自宅介護のヒントになる、お粥12種
のレシピもついています。

和解せず� 藤田　宜永/著　　光文社
　プロモーターの章吾は、絶縁状態
だった元国会議員の父親の通夜に足を
運びます。数日後、招聘したチェロ奏
者が逮捕され、章吾は多大な負債を抱
えることになります。
　父親の遺産を手に入れることができ
れば、借金は返済できるのですが…。
　　　　
《児童書》

どうぶつがすき
� パトリック・マクドネル/作
� なかがわ　ちひろ/訳
� あすなろ書房
　生きものが大好きな女の子
ジェーンは、チンパンジーのぬい
ぐるみジュビリーをおともに連
れ、生きもの観察の毎日を過ごしていました。彼女
には夢がありました。それは…。動物行動学者ジェー
ン・グドールの子ども時代を描いた伝記絵本。シン
プルな絵と簡潔な文章で、ジェーンの想いがストレー
トに伝わってくる一冊です。

一年四組の窓から
� あさの　あつこ/著　　光文社
　中学一年生の井嶋杏里が転校した学
校には空き教室がありました。
　ある日、誰もいないはずの一年四組
で杏里は同級生の市居一真と出会いま
す。二人はお互いが抱えている悩みを
次第に打ち明け始めます。それぞれの
家族や友人関係、そして二人の友情と
成長が描かれています。

　６月４日は「虫歯の日」です。虫歯
にならないように、しっかり噛める
おいしいごはんを親子でいっしょに
作りましょう。絵本の読みきかせは、
歯磨きをテーマに行います。
日　時：６月25日（月）10:00～13:00
場　所：すこやかセンター
内　容：�カミカミクッキング
　　　　絵本の読みきかせ、本の貸出
持参品：�エプロン、三角巾、お箸、お茶、貸出カー

ド、おんぶひも等
参加費：大人200円　子ども100円
対　象：在宅児家庭の親子
要申込：６月18日（月）まで
問合せ：子育てサポートセンター… ☎72－1570
　　　　かわもと図書館… ☎72－0025

いいお顔のひろば ミニ読書会

しっかりかんで、強い歯をつくろう

　読み聞かせボランティア活動のための研修会を年
３回開催します。ボランティアの輪を広げ、本の情報
を共有し、楽しく研修しましょう。
日　時：６月29日（金）10：00…～…11：30
場　所：かわもと図書館（月末整理休館日）
内　容：夏に向けたおすすめの本
※…あなたのオススメの本があれば、ぜひ紹介してくだ
さい。
持ってくる物：紹介したい本（無くても大丈夫です。）
申　込：６月22日（金）まで

第１回この本いいよ絵本の会を開催します
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■ お問合わせ先 ■　川本町教育委員会　☎ 72 － 0704
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は
、
石
見
三
大
門

の
一
つ
と
呼
ば
れ
、
３
間
１
戸

８
脚
と
い
う
構
造
で
す
。
大
き

さ
と
共
に
扉
に
彫
物
で
飾
ら
れ

た
紋
額
や
木
鼻（
き
ば
な
）･
蟇

股（
か
え
る
ま
た
）
等
の
彫
刻

文
様
は
精
巧
な
も
の
で
す
。
建

立
年
代
を
決
定
す
る
棟
札
や
普

請
帳
は
未
確
認
で
す
が
、
楼
門

の
木
戸
彫
刻
版
木
の
墨
書
か
ら

18
世
紀
中
頃
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

◎
経
堂
は
、
３
間
四
方
の
宝
形

屋
根
を
の
せ
た
土
蔵
造
り
。
輪

蔵
の
た
め
鞘
堂（
さ
や
ど
う
）と

い
う
覆
い
堂
が
あ
り
、
元
文
２

年（
１
７
３
７
年
）
の
建
造
で

す
。
同
寺
の
諸
堂
の
中
で
は
最

も
古
く
、
輪
堂
を
も
つ
経
堂
は

県
東
部
で
は
皆
無
で
、
石
見
地

方
で
も
希
少
な
建
物
で
す
。
内

部
に
八
角
形
の
輪
蔵
が
あ
り
、

一
切
経
で
あ
る
大
蔵
経
２
１
０

０
余
冊
が
収
ま
っ
て
い
て
、
こ

の
輪
蔵
の
中
に
溥
大
出
像
と
そ

の
２
子
像
が
あ
り
ま
す
。
輪
蔵

は
回
転
す
る
こ
と
で
経
の
出
入

れ
も
便
利
か
つ
簡
単
に
経
の
功

徳
が
得
ら
れ
る
よ
う
造
ら
れ
た

も
の
で
す
。

丸
山
城
跡
［
指
定
第
７
号
］（
三
原

／
大
字
三
原
及
び
大
字
田
窪
内
）　
有

形
文
化
財（
史
跡
）

　
城
跡
は
、
三
原
と
田
窪
に
ま

た
が
る
標
高
4
8
2
ｍ
の
頂
上

に
あ
り
、
石
見
地
方
中
世
の
山

城
の
中
で
特
異
な
築
城
構
想
を

も
っ
た
貴
重
な
山
城
の
跡
で

す
。
丸
山
城
は
中
世
に
安
濃
･

邇
摩
両
郡
と
邑
智
･
那
賀
郡
の

一
部
、
鹿
足
･
美
濃
を
含
む
８

村
を
統
治
し
た
小
笠
原
氏
の
最

後
の
山
城
で
す
。
現
地
は
、
本

丸（
主
郭
）の
石
垣
を
は
じ
め
、

西
の
丸（
二
の
郭
）の
礎
石
建
物

跡
が
多
数
確
認
で
き
、
そ
こ
か

ら
竈（
か
ま
ど
）
跡
も
確
認
さ

れ
、
日
常
生
活
の
陶
器
類
も
見

つ
か
る
等
、文
献
資
料
と
併
せ
、

城
主
が
西
の
丸
に
居
住
し
て
い

た
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

【
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
１
】

円山頂上 本丸跡付近

　
川
本
町
全
図



情報じょうほう交差点こうさてん

単
独
処
理
浄
化
槽
　
定
期
（
水
質
）

検
査
の
お
知
ら
せ

　

島
根
県
で
は
、
一
般
家
庭
の
浄
化
槽
の

法
定
検
査
に
つ
い
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽

だ
け
で
な
く
単
独
処
理
浄
化
槽
の
管
理
者

（
設
置
者
ま
た
は
使
用
者
）
に
も
受
検
案
内

を
送
付
し
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

浄
化
槽
管
理
者
は
、
毎
年
、
指
定
検
査
機

関
に
法
定
検
査
を
依
頼
し
て
浄
化
槽
が
正

常
に
機
能
し
て
い
る
か
の
診
断
を
受
け
、

不
具
合
が
あ
れ
ば
維
持
管
理
業
者
な
ど
と

と
も
に
修
理
改
善
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
管
理
者
の
皆
様
は
、
浄
化
槽
の

保
守
点
検
や
清
掃
を
専
門
の
維
持
管
理
業

者
へ
委
託
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
法
定
検
査
は
こ
れ
ら
が
適

正
に
実
施
さ
れ
、
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常

に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
の
検
査
で
、
毎
年
１
回
の
受
検
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

島
根
県
で
は
、
県
の
指
定
検
査
機
関
で

あ
る
公
益
社
団
法
人
島
根
県
浄
化
槽
普
及

管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
浄
化
槽
管
理
者
に
対

し
て
受
検
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

法
定
検
査
は
有
料
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

公
益
社
団
法
人

　

島
根
県
浄
化
槽
普
及
管
理
セ
ン
タ
ー

�

☎
0
8
5
2

－

24

－

8
1
6
5

川
本
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
①
入
校
生
募
集
の

お
知
ら
せ

▽�

募
集
期
間　

平
成
24
年
3
月
26
日
（
月
）

～
平
成
24
年
5
月
2
日
（
水
）（
※
必
ず

期
間
内
に
安
定
所
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
）

▽
検
定
日
時　

…

平
成
24
年
5
月
14
日
（
月
）

11
時
か
ら

▽
検
定
場
所　

…

島
根
県
川
本
合
同
庁
舎

（
5
階
第
1
会
議
室
）

▽
選
抜
方
法　

学
科（
国
語
、数
学
）･
面
接

▽
合
格
発
表　

平
成
24
年
5
月
23
日（
水
）

▽
内
容

・
定
員　

15
名

　
（
離
転
職
者
及
び
母
子
家
庭
の
母
）

・
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は

１
５
、0
0
0
円
程
度
）

・
訓
練
場
所　

邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー（
島
根
県
川
本
合
同
庁
舎
2
階
）

▽
そ
の
他　

職
場
実
習
が
あ
り
ま
す

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校　

　

〒
6
9
8

－

0
0
4
1

　

島
根
県
益
田
市
高
津
四
丁
目
7

－

10　

�
☎
0
8
5
6

－

22

－

2
4
5
0

島
根
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
7
月
1
日
か
ら
、
男
女
と
も

に
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
で
き
る
働
き

方
の
実
現
を
目
指
し
、
改
正
育
児
･
介
護

休
業
法
が
全
面
施
行
と
な
り
ま
す
。

　

従
業
員
数
が
1
0
0
人
以
下
の
事
業
主

に
も
（
1
）
短
時
間
勤
務
制
度
（
2
）
所
定

外
労
働
の
制
限
制
度（
3
）介
護
休
暇
制
度

が
就
業
規
則
や
育
児
･
介
護
休
業
規
程
の

改
正
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
※
詳
し
く
は

左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

島
根
労
働
局　

雇
用
均
等
室

�

☎
0
8
5
2

－

31

－

1
1
6
1

島
根
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

業
務
改
善
助
成
金
は
、
事
業
所
内
で
最

も
低
い
時
間
給
を
、
計
画
的
に
8
0
0
円

以
上
に
引
き
上
げ
る
中
小
企
業
に
対
し

て
、
就
業
規
則
の
作
成
、
労
働
能
率
の
増

進
に
資
す
る
設
備
等
（
例
：
パ
ソ
コ
ン
の

購
入
）
の
導
入
、
研
修
等
の
実
施
に
か
か

る
経
費
の
2
分
の
1
（
上
限
1
0
0
万
円
）

を
助
成
す
る
制
度
で
す
※
詳
し
く
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

島
根
労
働
局　

賃
金
室

�

☎
0
8
5
4

－

31

－

１
１
５
８

労
働
保
険
年
度
更
新
等
の
お
知
ら
せ

　

労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）に

加
入
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
方
は
、
年
度

更
新
の
手
続
き
を
平
成
24
年
度
に
お
い
て

は
6
月
1
日
（
金
）
か
ら
7
月
10
日
（
火
）

ま
で
の
間
に
申
告
・
納
付
の
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
年
度
更
新
等
の
手
続
き

を
正
し
く
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
労

働
保
険
料
等
申
告
相
談
受
付
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
労
働
保
険
の
年
度
更
新
、
所
在

地
等
の
変
更
等
、
多
く
の
手
続
き
に
つ
い

て
電
子
申
請
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

電
子
申
請
は
、
24
時
間
い
つ
で
も
オ
フ
ィ

ス
等
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ

れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
届
出
・
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
電
子
申

請
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
労
働
保
険
料
及
び
一
般
拠
出
金

の
納
付
に
つ
い
て
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
口
座

振
替
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
所
定
の
申

込
書
を
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融
機
関

の
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

〔…

労
働
保
険
料
等
申
告
書
相
談
受
付
に
つ

い
て
〕

▽
日
時　

6
月
25
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
11
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

▽
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本　

会
議
室

放
送
大
学
　
10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
24
年
度
第
2
学
期

（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
放
送
な
ど
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
平
成
24
年
8
月
31
日
必
着
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
・
資
料
請
求
先
】

　

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
８
５
２

－

28

－

５
５
０
０

　

西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
８
５
５

－

24

－

９
３
４
４

　

放
送
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

※
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
浜
田
会
場
）

▽
日
時　

7
月
1
日（
日
）10
時
～
11
時
半

▽
場
所　

西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー�

�

（
い
わ
み
ー
る
3
階
3
0
2
研
修
室
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
へ



2
7

2
8

2
9
（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）3

0
3
1
  

（
図
書
館
休
館
日
）1

2
■
町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
キ
ャン
ペ
ー
ン
☀
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
＆
ミ
ニ
読
書
会

　（
10:00～

13:00）
㊫
小
学
校
修
学
旅
行
（
～
6/1）

Ⓖ
�資
源
カ
ン
･資
源
ビ
ン
･新
聞
･雑

誌
･ダ
ン
ボ
ー
ル
･不
燃
ご
み

���（Ｂ
地
域
）

河
野
医
院
、
加
藤
病
院

3
4

5
   （

会
館
・
図
書
館
休
館
日
）6

7
8

9
■
防
災
訓
練

　（
8:30～

11:30）
☀
��キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
｢キ
ッ
ズ
☆
キ
ッ
チ
ン

3・
4年
｣（
15:30～

17:00）　

Ⓖ
�資
源
カ
ン
･資
源
ビ
ン
･新
聞
･雑

誌
･ダ
ン
ボ
ー
ル
･不
燃
ご
み

　（
A
地
域
）

☀
�キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
｢キ
ッ
ズ
☆
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
5・
6年
｣（
16:00～

17:00）

川
本
保
育
所
お
で
か
け
デ
ー

　（
9:30～

11：
30）

Ⓖ
�資
源
カ
ン
･資
源
ビ
ン
･新
聞
･雑
誌
･

ダ
ン
ボ
ー
ル
･不
燃
ご
み

　（
C
地
域
）

☀
�ア
ート
活
動
&ミ
ニ
読
書
会

　（
10:00～

11:30）
☀
�キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
｢キ
ッ
ズ
☆ト
レ
ー

ニ
ン
グ
�1･2年

｣
　（
16:00～

17:00）

前
眼
科
医
院
、
加
藤
病
院

1
0

11
1
2
 （
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）1

3
1
4

1
5

1
6


因
原
保
育
所
お
で
か
け
デ
ー

　（
9:30～

11:30）
☀
�あ
そ
び
の
広
場

　（
10:00～

11:30）
☀
�キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

　
｢キ
ッ
ズ
☆
ア
ート
�3･4年

｣
　（
16:00～

17:00）
三
上
医
院
、
加
藤
病
院

1
7

1
8

1
9
（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）2

0
2
1

2
2

2
3

■
し
ま
ね
家
庭
の
日

☀
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

　
｢キ
ッ
ズ
☆
キ
ッ
チ
ン
�5･6年

｣
　（
15:30～

17:00）
■
登
記
相
談
日

　（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本
会
議
室
）

♥
�健
康
相
談
（
北
公
民
館
�9:30

～
10:30）（

親
和
集
会
所
�10:45

～
11:15）（

西
公
民
館
�13:30～

14:00）
☀
�キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
｢キ
ッ
ズ
☆
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
�

3･4年
｣（
16:00～

17:00）

川
本
北
保
育
所
お
で
か
け
デ
ー

　（
9:30～

11:30)

☀
�親
子
う
ん
ど
う
教
室
＆
身
体
測
定

（
10:00～

11:30）
☀
�キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
｢キ
ッ
ズ
☆
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
�3～
6年
｣（
16:00～

17:00）
♥
�妊
婦
・
乳
幼
児
相
談
（
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー
　
13:00～

14:00）
♥
�成
人
相
談
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
　

14:00～
14:30）

邑
智
病
院
、
大
隈
医
院

2
4

2
5

2
6
（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）2

7
2
8

2
9
  （

図
書
館
休
館
日
）3

0
☀
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
（
10：
00～

）
■
�第
37回

川
本
町
親
睦
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
（
8:30～

）
　
中
学
校
体
育
館

☀
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
＆
ミ
ニ
読
書
会

　（
10:00～

13:00）
☀
�あ
そ
び
の
広
場

　（
10:00～

11:30）
■
�キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
｢キ
ッ
ズ
☆
ア
ート
�

1･2年
｣（
16:00～

17:00）

上
田
医
院
、
天
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

日
月

火
水

木
金

土

く
ら
し
の
情
報カ
レ
ン
ダ
ー

6
月

《
6
月
の
納
税
》

◆
町
県
民
税

◆
国
民
健
康
保
険
税
�

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

《
5
月
の
納
税
》

◆
軽
自
動
車
税

◆
国
民
健
康
保
険
税
�

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

※
�町
税
は
必
ず
納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
食
育
の
日

■
あ
い
さ
つ
の
日

◇
�こ
の
本
い
い
よ
�絵
本
の
会

（
10:30～

11:30）
　
図
書
館

㊫
：
学
校
行
事
関
係

☀
：
�サ
ポ
セ
ン
行
事

　
　（
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

♥
：
健
康
相
談
・
検
診
（
健
康
福
祉
課
）

◇
：
図
書
館
関
係

♪
：
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
行
事

■
：
一
般
行
事
　

：
保
育
所
行
事

：
休
日
診
療
情
報
（
10：

00～
16：

00）

Ⓖ
：
�ゴ
ミ
収
集

Ａ
地
域
（
�木
路
原
･
日
の
出
･
上
新
町
･
中
新
町
･
下
新
町
･
元
町
･
本
町
･
天
神
町
･
谷
･

　
　
　
　
市
井
原
･
長
原
･
矢
谷
･
芋
畑
･
双
葉
･
中
倉
･
日
向
）

Ｂ
地
域
（
�因
原
･
三
大
字
･
多
田
･
久
座
仁
･
谷
戸
･
三
島
･
笹
畑
）

Ｃ
地
域
（
�西
･
八
幡
･
三
原
･田
窪
･
南
佐
木
･
親
和
･
湯
谷
･
三
俣
）

〔
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
〕�

毎
週
火
曜
日
･
金
曜
日
�（
町
内
全
域
）

〔
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
日
〕�

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
�（
町
内
全
域
）

〔
容
器
包
装
�プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
収
集
日
〕�
毎
週
木
曜
日
�

（
町
内
全
域
）

〔
容
器
包
装
�紙
の
収
集
日
〕�

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
�（
町
内
全
域
）

男
女
共
同
参
画
カ
ル
タ
よ
り
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（14）平成24年５月20日発行  広報かわもと №493

川本町の人口 平成24年5月１日現在
※（　）は前月との増減

※住民基本台帳を基にした、平成24年4月中の異動状況

3,710人
（+12人）

合 　　計 男 1,741人（+14人）
女 1,969人（－ 2人）

転　入　42人 出　生　 3人 その他　 0人

転　出　27人 死　亡　 6人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,551人
うち15歳未満  337人
世帯数 1,784戸
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広
報

か
わ

も
と

　
５

月
　

№
493

平
成

24年
５

月
20日

発
行

登 記 相 談
（相続・売買・贈与・抵当権など） 

☆日時　毎週･日曜日　午前10時 ～ 午後３時
☆場所　川本町笹畑　藤音宅
　　　　（�笹畑集会所から山側へ徒歩１分です｡�

お気軽にご相談ください。）
☆担当　江津市都野津町2322番地20
　　　　　　　　　　島根県司法書士会会員  
 司法書士　 藤 音　 寛

電 話 （0855）53－0294
携 帯 090－9062－3496

広　告

　北保育所で毎年恒例の鯉のぼりが揚げられました。前日に0歳児～2歳児の子ども達3人が手作りの鯉を作りま
した。春の日差しの中、気持ちよさそうに鯉が泳いでいました。 photo：2012.4.27

営
業
時
間

　

10
：
00
～
20
：
00

入 

浴 

料

　

大
人
（
中
学
生
以
上
）…

　

…

５
０
０
円

　

大
人
（
65
歳
以
上
）…

…

３
５
０
円

　

小
学
生…

２
５
０
円

お
問
合
せ

　

湯
谷
温
泉
弥
山
荘

　
�

☎
72

－

2
6
4
5

　

源
泉
か
け
流
し
の
茶
色
い
お
風
呂
は
、

新
し
く
設
置
さ
れ
た
信
楽
焼
の
「
つ
ぼ
湯
」

と
「
癒
し
の
湯
」
で
昔
な
が
ら
の
温
泉
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

湯
谷
の
炭
酸
塩
水
は
、
関
節
の
痛
み
や

皮
膚
炎
に
と
て
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

洗
い
場
も
増

え
、
ミ
ス
ト
サ

ウ
ナ
も
出
来
ま

し
た
。

　

男
湯
と
女
湯

は
日
替
わ
り
で

交
替
し
ま
す
の

で
、
是
非
お
越

し
下
さ
い
。


